
 

「人の子も 我が子も みんな地域の子！」 
                                    校長 岩戸 修二 

奄美地方が梅雨明けしました。いよいよ夏本番。「熱中症に要注意！」です。 

さて，新年度になり，１学期がスタートしたのはつい先日だったように感じますが，１学期も残り１か月弱となりました。

早いものです。４月に入学した１年生も，友達と仲良く（時にはけんかもしながら）毎日の勉強，遊びに精一杯取り組んで

います。毎朝，小宿第一公園前で子どもたちを迎えるのですが，今年の１年生の明るくにこやかな，そして元気のよいあい

さつがとても印象的です。２か月半の学校生活を通して，立派な小学生に成長しています。また，６年生は最上級生として

の自覚をもち，委員会活動などを通して学校全体を引っぱっており，その成長もとてもうれしく感じます。もちろん，その

他の学年の子どもたちの成長も随所に見られます。学校は子どもの可能性を伸ばすところです。一人一人の子どもの力を引

き出しながら笑顔で下校できるように教育活動に取り組んでいきたいと思います。 

ところで，昨年度の反省に基づいて今年は年度初めから，「ルールを守る」ということを意識して取り組んでいきたいと

子どもたちや保護者の皆様にお伝えしてきました。以下は，教育評論家で元国立教育研究所長 菱村 幸彦氏のお言葉です。

「ルールやマナーは守らねばならないという心の動きである。こうした心の動きは子どもたちの中で自然に芽生えるもので

はない。子どもたちを自由気ままにしておいて自然に育つものではない。それは親や教師が教え込むことによって，はじめ

て子どものなかで内面化するものだ。たとえば，あいさつをする，時間を守る，人の話を静かに聞く，わがままをしない，

うそをつかない，他人のものを勝手に使わない等々，こうした基本的な生活習慣や行動様式は，親や教師が子どもに繰り返

し教えなければ身につかない。」と。 

 県教育委員会は，以前から「人の子も 我が子も みんな地域の子」のキャッチフレーズで，次のような項目等を呼びかけ

てきました。《○声かけてますか？「・おはよう！ ・元気？」 ○おしえてますか？「・やっていいこと ・わるいこと」 

○ふれあっていますか？「・子どもと ・地域のみんなと」 ○心つたえてますか？「・ありがとう ・ごめんね」》 

  子どもたちのよりよい成長を願って「家庭でも地域でも，我が子にも人の子にも」温かい声かけや見守りを，そして時に

は厳しいご指導もしていただけたらありがたいなあと思います。                                                                                                                             
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